
　政権交代をして、新たな年度に入ろうとしておりますが、経済的には低迷が続いているよ
うです。そのような中、エコロジーや一次産業への注目が、遅ればせながら高まってきていま
す。マスコミ主導の中身の薄いブームにも見えますが「うそから出たまこと」で環境や資源と
いった地球、国家、地方のすべてにとって大切な問題が良い方向に向かっていってもらえば
と願っています。三陸ライブカメラを見ながらみなさんも環境問題を一考してみてはいかが
でしょうか。

〝  掲  　 示  　 板  〟

編
集
後
記

■ 海洋生命科学部学生課だより
　三水会の皆さん常日頃お世話になっております。前回９月発行分までで報告
していなかったことや、近況について報告いたします。
　昨年４月に学生生活における様々な悩みや問題を軽減、解決するため、学生相
談室が開設され、５月から新沼真弓さんというカウンセラーが着任しています。
現在週１回の勤務となっていますが、保健室の花崎さち子さんと連携して、学生
を強力にサポートしていただいています。
　昨年１１月１２日に小壁漁港にクジラが打ち上げられ、２８日までの調査で確認例が極めて少ない「ハ
ッブスオウギハクジラ」である可能性が高くなり、本学部の三宅裕志講師、国立科学博物館（東京都）脊椎動
物研究グループの山田格グループ長等による合同調査が行われ、体長５・３メートル、重さ約１・５トンの
クジラを解体し骨格標本などを採取しました。本学部生も多数参加し、初めて鯨を目の当たりにして貴重
な体験をしました。マスコミも多数取材に来ました。現在もDNA分析と採取した骨標本の分析により同定
作業は続いているようですが、ほぼまちがいないそうです。
　昨年１２月１７日、１８日の２日間、相模原キャンパス体育館において全学合同の企業研究会が行われ、
本学部からも延べ２４４名が参加しました。９７名はバス２台に分乗し、行きは前夜２１時に三陸発、帰りは
１８日１７時に相模原発という強行スケジュールにて参加しました。この企業研究会が始まって今回で３
度目となります。本学部は、三水会の皆さんのお力をお借りしながら、例年高い就職率を維持していました
が、就職氷河期のため、今年度の就職内定率は７６％（平成２２年２月現在）と非常に苦戦しており、この状
況は来年度も続くものと予想されます。皆さんへのお願いですが、お勤めの会社等で採用枠がございまし
たら、是非とも学生課までご連絡いただきたく、よろしくお願いいたします。連絡先：0192-44-3940（学生課）
　昨年１２月２３日から２６日にかけて、授業の一貫として、学部初の洋上実習
が行われました。北海道大学の練習船「おしょろ丸」に本学部の２年次、３年次生
の希望者６２名と、指導者の加戸隆介教授、山田雄一郎講師、実習補助の大学院生
５名が乗船し、海洋の環境や生物に対する理解を深めることを目的として、海洋
観測・プランクトン調査・漁獲物調査を行いました。最初は船酔いで苦戦した学生
もいたようでしたが、三陸沖を周回しながらの貴重な体験を経て、皆晴れやかな
表情で大船渡の野々田埠頭に帰港しました。
　今回の報告は以上とさせていただきます。三水会の皆さんにおかれましては、健康にご留意されながら、
益々ご活躍されることをご祈念申し上げます。�

■ 「平成22年度三水会定期総会のご案内」
下記により平成22年度三水会定期総会を開催します。役員、代議員はもとより一般会員も傍聴できます。
開催日時：平成22年5月22日（土）午後6時～7時（受付5時30分）
開催場所：北里大学白金キャンパス　薬学部１号館　５階　1507教室
議　　事：１、平成21年度事業報告及び収支決算

２、平成22年度事業計画及び収支予算
３、その他

平成22年1月末日までにご逝去のお知らせをいただきました会員の方々です。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
　名前　　　　卒業年度　　逝去年月日
　平井　孝司　　1982　　　　平成16年3月29日
　小原　　實　　1976　　　　平成20年7月26日
　尾家　雅利　　1996　　　　平成20年10月19日

　名前　　　　卒業年度　　逝去年月日
　調　　敏明　　1979　　　　平成21年10月12日
　吉川　雄三　　1982　　　　平成21年11月27日
http://kitasato-sansuikai.jp/　E-mail information@kitasato-sansuikai.jp
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７

で
す
の
で
、
学
会
や
ご
出
張
の
航
空
券
手
配

を
は
じ
め
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
関
係
し
な
い

分
野
で
も
、是
非
と
も
お
気
軽
に
「
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ナ
ビ
」
を
ご
利
用
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
４
回
潜
水
部
Ｏ
Ｂ
の
集
い
開
催
報
告

久
保
田
龍
二
（
12
期
生
）

　
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
「
潜
水
部
Ｏ

Ｂ
の
集
い
」
が
平
成
21
年
９
月
27
日
（
日
）

に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
潜
水
部

Ｏ
Ｂ
の
集
い
は
今
回
で
４
回
目
と
な
り
、
参

加
人
数
は
18
名
、
西
は
鹿
児
島
、
東
は
岩
手

か
ら
参
加
さ
れ
、
年
代
的
に
は
第
１
期
〜
36

期
・
10
代
〜
50
代
に
わ
た
り
メ
ン
バ
ー
が
集

い
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
今
回
は
前
顧
問
で
あ
ら
れ
た

井
田
先
生
や
、
現
在
の
顧
問
で
あ
ら
れ
る
朝

日
田
先
生(

９
期
Ｏ
Ｂ)

は
都
合
に
よ
り
参
加

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
の
中
に
は

１
期
生
の
大
先
輩
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
部
創

設
時
の
地
元
漁
協
さ
ん
と
の
交
渉
な
ど
苦
労

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
役
の
36
期
生
か
ら
は
現
在
の
活
動
状
況

や
課
題
な
ど
の
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
現

在
は
、
部
員
数
も
多
く(

特
に
女
子
部
員)

、

講
習
会
な
ど
で
エ
ア
タ
ン
ク
を
多
く
使
う
と

き
に
は
、
エ
ア
チ
ャ
ー
ジ
で
徹
夜
状
態
と
の

こ
と
で
し
た
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

親
瓶
（
エ
ア
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
け
る
大
容

量
の
空
気
瓶
）
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
Ｏ
Ｂ

か
ら
の
寄
付
な
ど
も
含
め
て
予
算
の
確
保
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
部
創
設
以
来
36
年
と
い
う
年
月
が
経
ち
、

時
代･

世
の
中･

考
え
方･

風
貌
？
も
変
わ
り

ま
し
た
。
活
動
方
法
も
手
探
り
状
態
の
第
１

期
か
ら
、
や
が
て
体
育
会
系
根
性
ダ
イ
ビ
ン

グ
（
何
故
か
駅
伝
１
位
が
至
上
命
題
）
へ
と

移
行
し
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
ブ
ー
ム
と
と
も
に
安

全
ダ
イ
ビ
ン
グ
（
立
泳
ぎ
禁
止
ｅ
ｔ
ｃ
）
が

重
視
さ
れ
、
現
在
で
は
体
育
会
系
や
根
性
と

い
う
精
神
は
薄
ら
い
だ
よ
う
で
す
が
、
海
底

清
掃
な
ど
環
境
保
全
や
地
域
貢
献
な
ど
時
勢

に
対
応
し
た
活
動
を
行
い
な
が
ら
ダ
イ
ビ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

水
中
の
世
界
で
は
人
間
は
あ
く
ま
で
も
「
ビ

ジ
タ
ー
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
最
低

限
の
体
力
・
知
識
・
冷
静
さ
と
多
少
の
“
根

性
”
は
忘
れ
ず
に
事
故
・
ク
レ
ー
ム
な
ど
無

い
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
潜
水
部
・
三
陸
と
い
う
一
つ
の
繋
が
り
を

持
っ
た
仲
間
と
の
語
ら
い
は
、
年
代
の
差
は

あ
れ
三
陸
の
下
宿
で
い
つ
も
の
よ
う
に
酒
を

酌
み
交
わ
し
て
い
た
時
の
よ
う
に
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
４
回
目
と
も
な
る
と
毎
回
参
加
す
る
メ
ン

バ
ー
が
あ
る
一
方
、
新
た
に
参
加
す
る
人
も

い
る
の
で
今
後
も
毎
年
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
現
役
当
時
し
ご
か
れ

た
（
し
ご
い
た
）
…
…
な
ど
苦
い
思
い
出
か

ら
、
参
加
を
渋
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
鬼
の
よ
う
な
先
輩
も
今
で
は

世
間
の
荒
波
に
揉
ま
れ
て
か
な
り
丸
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
次
回
は
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
た
か
が
三
陸
・
さ
れ
ど
三
陸
」「
嗚
呼
三
陸

や
・
三
陸
や
」「L

et's D
iving!!

」

第
37
回
漁
火
祭
実
行
委
員
会

副
委
員
長
　
福
本
　
七
重

　
こ
の
度
、
平
成
21
年
10
月
10
日
（
土
）・

11
日
（
日
）
に
北
里
大
学
海
洋
生
命
科
学
部

に
お
い
て
第
37
回
漁
火
祭
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
海
洋
生
命
科
学
部
の
学
生
が
初
め

て
実
行
委
員
に
加
わ
り
、
新
し
い
波
が
起
こ

せ
る
よ
う
に
と
、
テ
ー
マ
を「N

ew
 
W

ave 
M

arin 
B

io

」
に
し
、
平
成
21
年
５
月
よ
り

80
人
で
奔
走
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
日
ま

で
は
大
型
台
風
が
接
近
し
て
い
て
、
天
気
も

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
そ
れ
が
嘘
の

よ
う
に
最
高
の
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
、
昨
年
同

様
「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
を
メ
イ
ン
企

画
と
し
、
大
変
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
漁
火
祭
を
通
し
て
、
学
生
生
活
で
あ

る
こ
と
に
奮
闘
す
る
楽
し
さ
、
皆
が
一
丸
と

な
る
こ
と
の
大
変
さ
、
そ
し
て
水
産
学
部
創

立
か
ら
37
年
間
続
い
て
き
た
漁
火
祭
の
伝
統

を
受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
実
行
委
員
一

同
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
よ
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
、ご

来
場
い
た
だ
い
た
全
て
の
お
客
様
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
三
水
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
漁
火
祭
の
更
な

る
躍
進
の
た
め
に
一
層
の
ご
高
配
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２

第
39
回
北
里
大
学
同
窓
会

講
演
会
に
参
加
し
て

第
16
期
　
磯
山
真
彦

　
よ
く
晴
れ
た
暖

か
な
11
月
15
日
の

午
後
１
時
か
ら
第

39
回
北
里
大
学
同

窓
会
講
演
会
「
み

え
な
い
世
界
の
生

物
多
様
性
」
が
白
金
に
あ
る
北
里
大
学

薬
学
部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て

２
時
間
を
越
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
ま
で
に
236
名
も
の
事
前
参
加
申

込
が
あ
り
、
な
ん
と
そ
の
９
割
を
超
え

る
231
名
が
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ご
来
場
者
は
会
場
の
お
膝
元
で
あ
る
白

金
地
区
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、
神
奈
川

県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
茨
城
県
に
お

よ
び
、
北
里
大
学
生
と
卒
業
生
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
の
方
も
多
く
、
母

親
と
連
れ
立
っ
て
来
た
小
学
生
も
い
た

り
と
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
な
ん

と
、
我
等
が
水
産
学
部
（
現
、
海
洋
生

命
科
学
部
）
教
授
で
あ
っ
た
山
森
先
生
、

神
谷
先
生
も
ご
来
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
北
里
大
学
同
窓
会
の
島
田
肇
会
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
北
里
大
学
薬

学
部
の
供
田
洋
教
授
よ
り
、
「
微
生
物

資
源
は
薬
の
宝
庫
」
と
い
う
演
題
で
、

微
生
物
が
つ
く
る
二
次
代
謝
産
物
の
ひ

と
つ
で
あ
る
抗
生
物
質
や
医
薬
品
の
も

と
に
な
る
も
の
に
焦
点
を
あ
て
た
ご
講

演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、

世
界
で
始
め
て
発
見
さ
れ
第
二
次
世
界

大
戦
で
感
染
症
か
ら
救
っ
た
抗
生
物
質

ペ
ニ
シ
リ
ン
、
土
壌
か
ら
発
見
し
た
放

線
菌
に
由
来
し
て
結
核
の
治
療
に
用
い

ら
れ
た
抗
生
物
質
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ

ン
な
ど
、
微
生
物
資
源
か
ら
の
創
薬
に

関
す
る
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
微
生
物
か

ら
の
創
薬
と
北
里
研
究
所
の
係
わ
り
、

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
土
壌
中
の

微
生
物
由
来
の
創
薬
の
研
究
、
多
種
多

様
で
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
微
生

物
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
で
し
た
。

我
々
が
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

「
薬
」
が
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
の
研
究

の
た
ま
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
て
頂
く
と
と
も
に
、
人
類
に
と
っ
て

重
要
な
薬
の
開
発
に
は
微
生
物
は
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
お
教
え
頂

い
た
講
演
で
し
た
。

　
次
に
、
北
里
大
学
海
洋
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
釜
石
研
究
所
の
笠
井
宏
朗
部

長
補
佐
よ
り
、
「
海
洋
微
生
物
の
多
様

性
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
北
里
大
学
海
洋
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
釜
石
研
究
所
の
前
身
は
、
１
９
８

８
年
に
釜
石
市
平
田
に
開
業
し
た
株
式

会
社
海
洋
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究

所
（M

B
I

）
で
あ
り
、
多
数
の
海
洋
微

生
物
を
有
す
る
海
洋
バ
イ
オ
分
野
の
最

先
端
研
究
所
と
し
て
多
く
の
成
果
を
挙

げ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
０
８
年
４
月

か
ら
学
校
法
人
北
里
研
究
所
に
継
承
さ

れ
創
薬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
講
演
内
容
は
、
海
洋
微

生
物
を
用
い
た
創
薬
研
究
、
海
洋
か
ら

分
離
培
養
し
た
様
々
な
微
生
物
の
「
特

性
」
を
活
か
し
て
環
境
汚
染
を
微
生
物

で
除
去
す
る
技
術
に
関
す
る
研
究
、
地

元
岩
手
県
の
発
酵
食
品
の
微
生
物
を
活

用
す
る
研
究
な
ど
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
北
里
大
学
海
洋
生
命
学
部

の
三
宅
裕
志
講
師
よ
り
、
「
深
海
の
オ

ア
シ
ス
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
拝

聴
し
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、
普
段
我
々

が
目
に
す
る
こ
と
が
稀
な
深
海
と
そ
こ

に
生
息
す
る
生
物
に
焦
点
を
あ
て
た
講

演
で
し
た
。
深
海
は
暗
く
水
圧
が
高
く

水
温
が
約
４
℃
以
下
と
低
い
が
極
め
て

安
定
し
た
環
境
で
あ
る
こ
と
、
１
９
７

７
年
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
深
海
底
に

お
い
て
海
底
か
ら
熱
水
が
噴
出
し
噴
出

孔
の
近
傍
に
生
物
が
生
息
す
る
こ
と
を

発
見
し
た
こ
と
、
そ
こ
で
は
地
球
を
食

べ
る
「
化
学
合
成
細
菌
」
を
基
盤
に
し

た
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

日
本
周
辺
で
は
熱
水
の
噴
出
孔
が
多
数

存
在
す
る
の
で
今
後
の
調
査
研
究
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
以
前

所
属
さ
れ
て
い
た
海
洋
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー
（
現
、
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究

開
発
機
構
（JA

M
S

T
E

C

））
所
有
の

し
ん
か
い
６
５
０
０
で
の
研
究
映
像
を

ち
り
ば
め
て
、
普
段
縁
が
無
い
深
海
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
た
分
か
り
易
い
講
演

で
、
参
加
者
か
ら
も
多
数
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
な
お
、
江
ノ
島
水
族
館
に

勤
務
し
て
い
る
水
産
学
部
の
卒
業
生
が

イ
ン
ド
洋
に
て
し
ん
か
い
６
５
０
０
に

乗
船
さ
れ
調
査
を
し
て
お
り
、
航
海
日

誌
が
当
該
水
族
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
航
海
・
採
取
日
記
」
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
海
洋

生
命
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
三
宅
先
生
の
航
海
日
誌
と
と

も
に
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　
最
後
の
講
演
は
、
毎
日
新
聞
科
学
環

境
部
の
足
立
旬
子
記
者
よ
り
、「
生
物

多
様
性
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
と
い
う

演
題
で
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
写
し
た
写
真

を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
講
演
で
、
中
央

ア
メ
リ
カ
に
在
る
コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
、

東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
ケ
ニ
ア
共
和

国
に
滞
在
し
た
際
の
内
容
や
、
尾
瀬
ヶ

原
、
丹
沢
な
ど
で
取
材
し
た
開
発
や
気
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卒
業
生
近
況
報
告

　
私
は
24
期
（
１
９
９
９
年
卒
）
八
鳥
洋
二

（
ハ
ッ
ト
リ
ヨ
ウ
ジ
）
と
申
し
ま
す
。「
フ

ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ビ
」
と
い
う
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

専
門
の
旅
行
を
主
体
に
、
釣
り
に
、
魚
に
関

す
る
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。　
旅
行
　
に

は
、
個
人
旅
行
、
ハ
ネ
ム
ー
ン
、
卒
業
旅
行
、

団
体
旅
行
、
出
張
旅
行
…
…
目
的
に
応
じ
て

い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
に
好
き
な
　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
　
を
組
合
せ

た
ら
ど
う
な
る
か
？
　
そ
ん
な
釣
り
好
き
な

お
客
様
向
け
に
ツ
ア
ー
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
小
さ
い
頃
、
作
家
（
故
）
開
高
健
に

憧
れ
、「
オ
ー
パ
」
と
い
う
本
を
通
じ
て

　
海
外
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
　
と
い
う
存
在
を
知

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
夢

の
よ
う
な
世
界
で
し
た
が
、
逆
に
こ
ん
な
非

日
常
的
な
世
界
は
私
に
は
縁
が
な
い
だ
ろ
う

な
と
、
割
り
切
っ
て
読
ん
で
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
も
い
つ
し
か
社
会
人
と
な
り
、
休

暇
を
利
用
し
て
１
人
で
ア
ラ
ス
カ
へ
釣
り
に

行
っ
た
の
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
私
の
人
生
観
が

180
度
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
自
分
の
中

に
眠
っ
て
い
た
何

か
が
覚
醒
し
、
い

つ
し
か
休
み
さ
え

取
れ
れ
ば
「
オ
ー

パ
」
に
登
場
し
た

主
要
な
国
に
釣
り

歩
き
、
そ
の
中
で

も
ア
ラ
ス
カ
の
魅

力
に
と
り
つ
か
れ
、

何
度
も
地
を
踏
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。い

つ
の
日
か
そ
ん
な
人
た
ち
の
為
に
架
け
橋
に

な
れ
た
ら
と
思
い
、
２
０
０
５
年
にF

IS
H

 
N

A
V

I 

（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ビ
）
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
で
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
専
門
の
旅
行
会
社

をO
P

E
N

致
し
ま
し
た
。

　
私
が
作
っ
て
い
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ツ
ア
ー

に
は
、
大
き
く
分
け
て
ソ
ル
ト
（
海
釣
り
）

と
、フ
レ
ッ
シ
ュ
（
淡
水
釣
り
）
の
２
分
野

に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
前
者
（
海
釣
り
）

は
Ｇ
Ｔ
や
セ
イ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
狙
っ
た
ル

ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
ダ
ン
ト
ツ
の
人
気
で
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い
パ
ワ
ー
あ
ふ

れ
る
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
釣
り
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
は
南
国
を

メ
イ
ン
と
し
て
い
る
為
、
リ
ゾ
ー
ト
ツ
ア
ー

と
の
組
合
せ
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
、最
近

は
ご
夫
婦
や
カ
ッ
プ
ル
に
絶
大
な
人
気
が
あ

り
、「
ハ
ネ
ム
ー
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
と

い
う
新
た
な
市
場
も
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
後
者
（
淡
水
釣
り
）
に
お
い
て
は
、

ト
ラ
ウ
ト
や
サ
ー
モ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
昔

か
ら
大
人
気
で
、
ト
ラ
ウ
ト
の
聖
地
で
も
あ

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、
サ
ー
モ

ン
遡
上
で
世
界
一
を
誇
る
カ
ナ
ダ
や
ア
ラ
ス

カ
と
い
っ
た
北
米
エ
リ
ア
に
人
気
が
集
中
し

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
釣
人
だ
け
で
な
く
、

ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
な
方
、
旅
を
通
じ
て
何
か

を
探
し
た
い
方
、
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
し
た
い

方
な
ど
、
前
者
と
は
異
な
り
、
野
性
味
溢
れ

た
ツ
ア
ー
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

 

そ
も
そ
も
　
釣
り
　
に
は
皆
さ
ん
ご
存
知

の
通
り
、
ル
ア
ー
、
フ
ラ
イ
、
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
、
ジ
ギ
ン
グ
、

餌
釣
り
、
な
ど

…
…
、
ま
た
、
狙

う
魚
、
場
所
、
得

意
な
釣
り
、
好
み

の
釣
り
な
ど
で
多

様
化
し
て
お
り
ま

す
。
近
年
は
延
竿

で
キ
ン
グ
サ
ー
モ

ン
を
狙
っ
た
り
、
ス
ピ
ニ
ン
グ
・
タ
ッ
ク
ル

で
カ
ジ
キ
を
釣
る
な
ど
、
道
具
の
進
化
に
伴

い
魚
だ
け
で
な
く
釣
り
の
ス
タ
イ
ル
に
も

「
旬
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
国

で
は
何
が
釣
れ
る
か
？
　
逆
に
言
え
ば
こ
の

魚
を
釣
る
に
は
い
つ
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
よ
い

の
か
？
　
今
年
の
傾
向
ど
う
か
？
　
次
は
何

処
が
（
ど
の
よ
う
な
釣
り
が
）ブ
ー
ム
に
な

る
の
か
？
　
世
界
中
の
釣
り
ガ
イ
ド
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
な
が
ら
、
旬
な
情
報
と
魚

を
日
々
追
っ
か
け
ご
っ
こ
し
て
お
り
ま
す
。

数
ヶ
月
後
、半
年
後
、
１
年
後
の
潮
を
見
な

が
ら
、お
客
様
と
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
を
立
て
る

事
も
し
ば
し
ば
、
新
規
開
拓
の
為
に
、
現
地

へ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
機
材
を
持
ち
込
み
、現
地

の
人
に
教
え
て
新
た
な
ツ
ア
ー
市
場
を
作
る

事
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
ツ
ア
ー
要
望
も
十
人
十
色
、こ
れ

を
釣
り
た
い
と
目
的
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る

方
が
基
本
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
接
待

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
…
…
、女
性
も
楽
し
め
る

釣
り
を
…
…
、
社
員
旅
行
で
釣
大
会
を
…
…
、

旅
行
中
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
し
た
く
な
っ
た

…
…
、
中
に
は
日
取
り
か
ら
対
象
魚
ま
で
全

て
を
任
せ
る
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
釣
り
」
に
は
、
そ
の
人
の
性
格
、仕
事
、

そ
し
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ま
で
反
映
す
る
ほ

ど
、
魅
力
が
あ
り
、
奥
深
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
国
際
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
シ
ョ
ー
に
弊
社
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ビ
も

出
展
い
た
し
ま
し
た
（
小
さ
い
ブ
ー
ス
で
は

あ
り
ま
し
た
が
）。

　
ア
ラ
ス
カ
や
カ
ナ
ダ
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ガ

イ
ド
も
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
て
、卒
業

生
の
方
々
、
お
客
様
に
も
お
立
寄
り
頂
き
、

無
事
に
幕
を
閉
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ニ

ッ
チ
な
分
野
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
ん
な

世
界
が
あ
る
ん
だ
な
…
…
と
、
皆
さ
ん
の
心

の
片
隅
に
置
い
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
北
里
大
学
出
身
　
を
合
言
葉
に
、
こ
の

業
界
で
、
水
産
界
で
、
社
会
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
と
関
わ
れ
る

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。基
本
は
旅
行
会
社

〟

〟

〟

〝

〝

〟
〝

〝

３

加藤さん御一家

５
月
30
日
は
、

太
陽
が
落
ち

る
と
ま
だ
肌

寒
い
日
で
、

会
場
は
、
品

川
駅
前
の
高

輪
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
内
の

桃
李
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
入
る
と
、
十
数
名

の
方
が
集
ま
っ
て
お
ら
れ
、
子
供
は
始

め
て
の
場
所
と
雰
囲
気
で
あ
っ
た
た

め
、
会
の
始
ま
り
を
と
て
も
大
人
し
く

待
っ
て
お
り
ま
し
た
。
川
内
先
生
と
は

約
３
年
ぶ
り
に
、
高
橋
先
生
と
は
１
年

半
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
の
で
す
が
、
お

二
人
と
も
、
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
教
授
に
な
ら
れ
た
森

山
先
生
と
は
、
３
年
ぶ
り
で
し
た
が
、

７
年
前
の
講
師
の
時
と
は
違
い
、
貫
禄

が
つ
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

会
が
始
ま
り
、
川
内
先
生
、
高
橋
先
生
、

そ
し
て
、
新
任
の
水
澤
先
生
の
ご
挨
拶

が
あ
り
、
森
山
先
生
の
ご
挨
拶
は
、
教

授
昇
任
ま
で
の
苦
労
話
で
あ
り
ま
し
た
。

先
生
の
話
が
少
し
続
い
て
い
る
の
で
、

お
腹
を
空
か
せ
た
息
子
が
声
を
出
し
、

話
を
中
断
さ
せ
て
し
ま
い
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
先
生

は
笑
い
話
に
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、

会
場
の
雰
囲
気
が
和
み
、
助
か
り
ま
し

た
。

　
乾
杯
後
、
先
生
方
と
皆
様
そ
れ
ぞ
れ

森
山
先
生
教
授
昇
任
祝
賀
会
・

Ｌ
Ｍ
Ｅ
同
窓
会
に
参
加
し
ま
し
て

第
26
期
　
加
藤
智
美
（
旧
姓
高
澤
）

　
そ
れ
は
、
突
然
の
知
ら
せ
で
し
た
。

子
供
の
保
育
園
が
決
ま
り
、
は
じ
め
て

子
供
と
離
れ
た
生
活
へ
の
不
安
を
か
き

消
し
て
く
れ
る
よ
う
な
内
容
の
手
紙
で

し
た
。
そ
れ
は
、
３
年
ぶ
り
の
海
洋
分

子
生
物
学
研
究
室
Ｌ
Ｍ
Ｅ
同
窓
会
の
案

内
で
、
な
り
よ
り
も
う
れ
し
い
知
ら
せ

で
あ
っ
た
の
は
、
７
年
前
、
学
生
時
代

に
直
接
指
導
頂
い
た
森
山
先
生
の
教
授

昇
任
の
知
ら
せ
で
し
た
。

　
子
供
は
生
後
８
ヶ
月
で
、
ハ
イ
ハ
イ

を
始
め
た
ば
か
り
で
、
参
加
す
る
の
は

ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
お

祝
い
に
行
き
た
い
気
持
ち
が
強
く
、
違

う
研
究
室
で
し
た
が
同
級
生
で
あ
る
夫

に
相
談
し
、
家
族
で
祝
賀
会
・
同
窓
会

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
開
催
日
ま
で
の
約
１
ヵ
月
半
に
、

子
育
て
と

仕
事
の
両

立
と
い
う

新
し
い
生

活
を
悪
戦

苦
闘
し
な

が
ら
、
始

め
て
お
り

ま
し
た
。

　
開
催
の

候
変
動
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
自
然
や

野
性
生
物
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
人
間

は
生
態
系
の
中
で
は
頂
点
に
位
置
す
る

生
物
で
あ
る
が
、
多
様
な
生
物
と
と
も

に
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
共
存
し
我
々

生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
生
物
多
様
性
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

広
く
一
般
的
な
用
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
環
境
省
な
ど
関
係
省
庁
か
ら
は
生

物
多
様
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
２

０
１
０
年
10
月
に
は
名
古
屋
市
で
開
催

さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約

国
会
議
（C

O
P
1
0

）
も
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
益
々
「
生
物
多
様
性
」
が
脚

光
を
浴
び
新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
こ
の
度
の
講
演
会
開
催
に

あ
た
り
、
北
里
大
学
同
窓
会
お
よ
び
関

係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

が
会
話
や
食
事
、
お
酒
を
楽
し
み
ま
し

て
、
ほ
ろ
酔
い
に
成
り
出
し
た
頃
、
Ｌ

Ｍ
Ｅ
同
窓
会
恒
例
の
近
況
報
告
の
マ
イ

ク
が
回
り
始
め
ま
し
た
。
私
は
も
ち
ろ

ん
、
子
供
と
仕
事
の
両
立
を
始
め
た
事

を
話
し
ま
し
て
、
さ
ら
に
飛
び
入
り
参

加
の
夫
に
も
マ
イ
ク
が
回
り
、
自
己
紹

介
と
参
加
し
て
の
感
想
を
述
べ
て
お
り

ま
し
た
。
他
の
方
々
は
、
健
康
の
事
、

転
職
な
ど
の
仕
事
の
事
、
結
婚
の
事
な

ど
、
様
々
な
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

近
況
報
告
が
終
わ
る
こ
と
に
は
、
子
供

の
眠
さ
に
負
け
、
先
に
退
出
さ
せ
て
頂

ま
し
た
。

　
今
回
、
家
族
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ご
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
事
や

不
愉
快
に
思
わ
れ
た
方
も
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
久
し
ぶ
り
に
、
先
生
方

や
先
輩
、
同
年
代
の
同
窓
生
に
会
え
、

来
な
か
っ
た
同
窓
生
の
近
況
を
聞
け
て

よ
か
っ
た
で
す
。
家
族
で
こ
の
よ
う
な

会
に
参
加
で
き
る
こ
と
は
そ
う
そ
う
無

い
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
よ
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
と
て
も
楽

し
め
ま
し
た
。
家
族
で
同
窓
会
に
参
加

で
き
る
こ
と
は

す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま

す
。
家
族
参
加

を
許
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。



４４５５

三
水
会
創
設
30
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
…
前
会
長

三
水
会
創
設
30
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
…
前
会
長

水
産
増
殖
学
科
　
３
期
生
　
長
谷
川
一
敏

水
産
増
殖
学
科
　
３
期
生
　
長
谷
川
一
敏

大きく変わった相模大野駅大きく変わった相模大野駅

ー通学は今も神奈中バスーー通学は今も神奈中バスー

　
三
水
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
事
、
平
成
９
年
５
月
、
長
屋
信
博

氏
（
１
期
生
）
よ
り
会
長
の
タ
ス
キ
を

受
取
り
、
今
年
５
月
、
高
橋
明
義
氏
（
５

期
生
）
に
そ
れ
を
引
き
渡
し
ま
し
た
。

会
長
を
務
め
ま
し
た
12
年
間
、
役
員
始

め
会
員
の
皆
様
方
に
は
多
大
な
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
自
身
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
始
め

た
同
窓
会
活
動
で
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
三
水
会
と

共
に
あ
り
、
正
直'

止
ま
ら
な
い
汽
車

に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
、
が
実
感
で
し
た

が
、
親
睦
会
等
で
数
年
ぶ
り
‥
数
十
年

ぶ
り
に
友
人
と
再
会
し
、
語
り
、
飲
み

交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
の
が
何
よ
り
代

え
が
た
い
喜
び
で
し
た
。
そ
ん
な
時
の

話
題
は
決
ま
っ
て
《
三
陸
時
代
》
。
話

は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
私
が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
平
成
９

年
（
１
９
９
７
）
は
22
期
生
ま
で
が
卒

業
し
、
会
員
数
３
５
５
０
名
を
数
え
る

組
織
で
し
た
。
　
そ
の
年
ま
ず
手
掛
け

た
の
が
規
約
の
改
正
で
し
た
。
不
必
要

な
箇
所
は
省
き
、
新
た
に
必
要
な
も
の

を
補
足
す
る
と
い
っ
た
作
業
を
副
会
長

を
中
心
に
議
論
を
重
ね
１
年
が
か
り
で

行
い
ま
し
た
。

　
翌
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
は
三
水

会
創
設
20
年
に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
事

業
と
し
て
東
京
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
ー
に
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
一
部
の
講
演
会
や
二
部
の
国
際

水
族
館
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
各
地
よ

り
駆
け
つ
け
た
多
く
の
会
員
や
恩
師
で

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の

ひ
と
つ
と
し
て
各
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
は
食

品
学
科
、
増

殖
学
科
そ
れ

ぞ
れ
５
講
座
、

合
わ
せ
て
10

講
座
の
研
究

室
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ

ら
す
べ
て
の
研
究
室
に
Ｏ
Ｂ
会
を
目
標

に
協
力
を
い
た
だ
き
現
在
も
活
発
な
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
会
員
の
増
加
と
共
に
全
国
各

地
で
の
活
動
も
始
ま
り
、
北
海
道
地
区
、

関
西
地
区
、
九
州
地
区
等
で
は
毎
年
各

地
区
を
巡
り
地
方
親
睦
会
が
活
発
に
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
同
窓
会
活
動
に
必
須
の
事
務

も
、
今
で
こ
そ
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
メ
ー

ル
で
済
ま
せ
ら
れ
る
会
議
召
集
や
会
場

手
配
、
役
員
へ
の
連
絡
、
資
料
作
り
が

当
時
は
ま
だ
Ｏ
Ａ
機
器
の
整
備
前
で
、

往
復
葉
書
、
電
話
、
ワ
ー
プ
ロ
、
コ
ピ

ー
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
等
の
フ
ル
活
用
で

し
た
の
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
三
水
会
の
会
員
は
５
７
０
０
名

を
数
え
、
会
員
の
増
加
に
伴
い
こ
こ
５

年
間
は
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
発
信
す

る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
三
水
会
報
は
カ
ラ
ー
印
刷
を
含
む
Ａ

４
サ
イ
ズ
と
し
、
会
員
や
学
部
の
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝
え
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設
、
現
在
は
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

に
て
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
を
観
る

こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
準
会
員
（
在
校
生
）
に
対
し

て
は
課
外
活
動
助
成
を
始
め
卒
業
生
講

師
に
よ
る
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
等
、

創
生
時
よ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
三
水
会
は
創
設
30
年
を

迎
え
ま
す
。
　
又
、
母
校
水
産
学
部
は

平
成
20
年
よ
り
海
洋
生
命
科
学
部
と
名

称
変
更
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。

　
三
水
会
も
そ
の
時
代
や
規
模
に
応
じ

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
三
水
会
を
通
し
会
員
と

母
校
の
架
け
橋
と
な
る
た
め
に
も
、
微

力
な
が
ら
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
三
水
会
が
さ
ら

に
発
展
す
る
事
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
す
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
て

堀
田
　
桃
子

２
０
０
２
年
３
月
（
卒
業
）

２
０
０
４
年
３
月
（
修
士
課
程
修
了
）

　
去
る
10
月
16
日
、
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た

三
陸
は
懐
か
し
く
も
あ
り
新
鮮
で
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
前
の
短
い
時
間
に
構
内
を
ま

わ
り
な
が
ら
、
新
し
い
施
設
に
驚
い
た

り
、「
就
活
ス
ー
ツ
着
こ
な
し
講
座
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
感
心
し
た
り
し
ま

し
た
。
卒
業
し
て
６
年
近
く
経
つ
の
で
、

顔
見
知
り
な
の
は
ほ
と
ん
ど
先
生
方
や

事
務
所
の
方
ば
か
り
で
し
た
が
、
大
好

き
だ
っ
た
学
食
や
、
流
れ
る
空
気
は
以

前
と
変
わ
ら
ず
安
心
し
ま
し
た
。

　
私
は
現
在
、
葛
西
臨
海
水
族
園
の
調

査
係
に
所
属
し
、
展
示
生
物
の
収
集
を

主
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ふ
つ
う
水
族

館
な
ど
の
施
設
で
は
、
生
物
は
業
者
か

ら
購
入
し

た
り
漁
師

の
方
か
ら

譲
り
受
け

た
り
と
い

う
形
で
集

め
る
こ
と

が
多
く
、

採
集
専
門

の
ス
タ
ッ

フ
が
い
る

と
い
う
の
は
全
国
で
も
非
常
に
珍
し
い

の
で
す
。
私
達
は
採
集
に
専
念
で
き
る

と
い
う
強
み
を
活
か
し
、
海
外
で
採
集

を
行
っ
た
り
、
一
般
に
流
通
し
な
い
よ

う
な
生
物
を
収
集
し
た
り
し
て
お
り
ま

す
。
係
内
に
は
園
内
に
い
る
よ
り
も
出

張
し
て
い
る
時
間
の
方
が
長
い
者
や
、

南
極
・
北
極
の
海
へ
潜
っ
て
採
集
を
し

た
経
験
が
あ
る
ツ
ワ
モ
ノ
も
お
り
、
ま

さ
に
七
つ
の
海
を
ま
た
に
か
け
る
仕
事

だ
と
感
じ
ま
す
。
最
近
は
、
諸
事
情
に

よ
り
海
外
で
の
採
集
は
以
前
の
よ
う
に

頻
繁
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
、
メ
キ
シ
コ
や
小
笠
原
諸
島
父
島

で
の
採
集
、
鹿
児
島
県
で
の
マ
グ
ロ
畜

養
な
ど
を
経
験
し
、
や
り
が
い
を
感
じ

な
が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
水
族
館

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
に
も
そ
う
で

な
い
方
に
も
、
少
し
で
も
参
考
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
い
う
想
い
で
話
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
在
学
中

は
水
族
館
へ
の
就
職
を
漠
然
と
夢
見
る

学
生
の
一
人
で
し
た
。
当
事
、
学
内
で

水
族
館
へ
の
就
職
に
つ
い
て
相
談
す
る

と
、
狭
き
門
だ
、
ま
ず
難
し
い
だ
ろ
う
、

就
職
し
て
も
苦
労
す
る
、
と
い
う
こ
と

を
言
わ
れ
続
け
ま
し
た
が
、
今
思
え
ば

先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
真
実
で
し
た
。

何
故
あ
の
時
引
き
返
さ
な
か
っ
た
の
か

と
思
っ
た
こ
と
は
１
度
や
２
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
先
生
方
の
言

葉
に
含
ま
れ
た
「
全
く
可
能
性
が
無
い

訳
で
は
な
い
。」
と
い
う
一
言
だ
け
を

都
合
良
く
信
じ
て
マ
イ
ペ
ー
ス
な
就
職

活
動
を
行
っ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
卒

業
後
は
淡
水
生
物
を
展
示
す
る
滋
賀
県

の
博
物
館
で
嘱
託
職
員
と
し
て
３
年
半

務
め
、
そ
の
後
、
岐
阜
県
の
水
族
館
で

広
報
担
当
を
経
験
し
て
か
ら
現
職
に
就

き
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
希
望
す
る
就

職
先
に
落
ち
着
く
ま
で
４
年
か
か
っ
た

訳
で
す
が
、
険
し
く
、
不
確
か
な
道
の

り
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
私
だ
か
ら
こ
そ

伝
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
だ
け
を

し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
辛
い
時
代

を
支
え
た
り
、
就
職
活
動
で
役
立
っ
た

学
生
時
代
の
思
い
出
・
経
験
も
取
り
上

げ
ま
し
た
。
私
は
就
職
試
験
を
受
け
る

際
、
い
つ
も
三
陸
メ
モ
と
名
づ
け
た
紙

を
持
ち
歩
い
て
い
ま
し
た
。
メ
モ
に

は
、
三
陸
で
出
会
っ
た
心
動
か
さ
れ
た

景
色
、
生
物
の
面
白
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
出
来
事
な
ど
が
、
箇
条
書
き
で
淡
々

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
夏
虫
山
で
見
た

流
星
雨
、
夜
光
虫
が
光
る
海
を
泳
い
だ

こ
と
、
通
学
途
中
に
熊
に
出
会
っ
た
こ

と
、
そ
ん
な
思
い
出
や
経
験
が
自
分
を

支
え
て
い
る
と
思
う
こ
と
は
、
自
信
が

無
く
な
り
か
け
た
時
、
い
つ
も
気
持
ち

を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
き
っ

と
三
陸
で
時
間
を
過
ご
し
た
卒
業
生
は

年
代
を
問
わ
ず
、
似
た
感
覚
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
話
の

最
後
に
は
、
先
生
方
は
厳
し
い
意
見
を

下
さ
り
な
が
ら
も
親
身
に
な
っ
て
考
え

て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
、
当
た
り
前

だ
け
れ
ど
も
自
分
か
ら
動
か
な
け
れ
ば

何
も
始
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
実

感
を
込
め
て
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
在
学
生
の
方
が
ど
ん
な
風
に
受
け
止

め
て
下
さ
っ
た
か
は
想
像
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
頂
い
た
い
く
つ
か
の
質

問
か
ら
、
丁
寧
に
自
分
た
ち
の
未
来
を

想
像
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

ま
た
、
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
初
心
を

思
い
出
し
、
改
め
て
仕
事
へ
の
愛
着
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
し

て
か
ら
も
学
部
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
い
、

さ
ら
に
自
分
自
身
の
人
生
に
も
向
き
合

う
こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
時
間
を
頂
い

た
事
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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三
水
会
創
設
30
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
…
前
会
長

三
水
会
創
設
30
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
…
前
会
長

水
産
増
殖
学
科
　
３
期
生
　
長
谷
川
一
敏

水
産
増
殖
学
科
　
３
期
生
　
長
谷
川
一
敏

大きく変わった相模大野駅大きく変わった相模大野駅

ー通学は今も神奈中バスーー通学は今も神奈中バスー

　
三
水
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
私
事
、
平
成
９
年
５
月
、
長
屋
信
博

氏
（
１
期
生
）
よ
り
会
長
の
タ
ス
キ
を

受
取
り
、
今
年
５
月
、
高
橋
明
義
氏
（
５

期
生
）
に
そ
れ
を
引
き
渡
し
ま
し
た
。

会
長
を
務
め
ま
し
た
12
年
間
、
役
員
始

め
会
員
の
皆
様
方
に
は
多
大
な
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
自
身
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
始
め

た
同
窓
会
活
動
で
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
三
水
会
と

共
に
あ
り
、
正
直'

止
ま
ら
な
い
汽
車

に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
、
が
実
感
で
し
た

が
、
親
睦
会
等
で
数
年
ぶ
り
‥
数
十
年

ぶ
り
に
友
人
と
再
会
し
、
語
り
、
飲
み

交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
の
が
何
よ
り
代

え
が
た
い
喜
び
で
し
た
。
そ
ん
な
時
の

話
題
は
決
ま
っ
て
《
三
陸
時
代
》
。
話

は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
私
が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
平
成
９

年
（
１
９
９
７
）
は
22
期
生
ま
で
が
卒

業
し
、
会
員
数
３
５
５
０
名
を
数
え
る

組
織
で
し
た
。
　
そ
の
年
ま
ず
手
掛
け

た
の
が
規
約
の
改
正
で
し
た
。
不
必
要

な
箇
所
は
省
き
、
新
た
に
必
要
な
も
の

を
補
足
す
る
と
い
っ
た
作
業
を
副
会
長

を
中
心
に
議
論
を
重
ね
１
年
が
か
り
で

行
い
ま
し
た
。

　
翌
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
は
三
水

会
創
設
20
年
に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
事

業
と
し
て
東
京
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
ー
に
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
一
部
の
講
演
会
や
二
部
の
国
際

水
族
館
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
各
地
よ

り
駆
け
つ
け
た
多
く
の
会
員
や
恩
師
で

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の

ひ
と
つ
と
し
て
各
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。

　
当
時
は
食

品
学
科
、
増

殖
学
科
そ
れ

ぞ
れ
５
講
座
、

合
わ
せ
て
10

講
座
の
研
究

室
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ

ら
す
べ
て
の
研
究
室
に
Ｏ
Ｂ
会
を
目
標

に
協
力
を
い
た
だ
き
現
在
も
活
発
な
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
会
員
の
増
加
と
共
に
全
国
各

地
で
の
活
動
も
始
ま
り
、
北
海
道
地
区
、

関
西
地
区
、
九
州
地
区
等
で
は
毎
年
各

地
区
を
巡
り
地
方
親
睦
会
が
活
発
に
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
同
窓
会
活
動
に
必
須
の
事
務

も
、
今
で
こ
そ
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
メ
ー

ル
で
済
ま
せ
ら
れ
る
会
議
召
集
や
会
場

手
配
、
役
員
へ
の
連
絡
、
資
料
作
り
が

当
時
は
ま
だ
Ｏ
Ａ
機
器
の
整
備
前
で
、

往
復
葉
書
、
電
話
、
ワ
ー
プ
ロ
、
コ
ピ

ー
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
等
の
フ
ル
活
用
で

し
た
の
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
三
水
会
の
会
員
は
５
７
０
０
名

を
数
え
、
会
員
の
増
加
に
伴
い
こ
こ
５

年
間
は
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
発
信
す

る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
三
水
会
報
は
カ
ラ
ー
印
刷
を
含
む
Ａ

４
サ
イ
ズ
と
し
、
会
員
や
学
部
の
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝
え
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設
、
現
在
は
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

に
て
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
を
観
る

こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
準
会
員
（
在
校
生
）
に
対
し

て
は
課
外
活
動
助
成
を
始
め
卒
業
生
講

師
に
よ
る
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
等
、

創
生
時
よ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
三
水
会
は
創
設
30
年
を

迎
え
ま
す
。
　
又
、
母
校
水
産
学
部
は

平
成
20
年
よ
り
海
洋
生
命
科
学
部
と
名

称
変
更
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。

　
三
水
会
も
そ
の
時
代
や
規
模
に
応
じ

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
三
水
会
を
通
し
会
員
と

母
校
の
架
け
橋
と
な
る
た
め
に
も
、
微

力
な
が
ら
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
三
水
会
が
さ
ら

に
発
展
す
る
事
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
す
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
て

堀
田
　
桃
子

２
０
０
２
年
３
月
（
卒
業
）

２
０
０
４
年
３
月
（
修
士
課
程
修
了
）

　
去
る
10
月
16
日
、
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た

三
陸
は
懐
か
し
く
も
あ
り
新
鮮
で
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
前
の
短
い
時
間
に
構
内
を
ま

わ
り
な
が
ら
、
新
し
い
施
設
に
驚
い
た

り
、「
就
活
ス
ー
ツ
着
こ
な
し
講
座
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
感
心
し
た
り
し
ま

し
た
。
卒
業
し
て
６
年
近
く
経
つ
の
で
、

顔
見
知
り
な
の
は
ほ
と
ん
ど
先
生
方
や

事
務
所
の
方
ば
か
り
で
し
た
が
、
大
好

き
だ
っ
た
学
食
や
、
流
れ
る
空
気
は
以

前
と
変
わ
ら
ず
安
心
し
ま
し
た
。

　
私
は
現
在
、
葛
西
臨
海
水
族
園
の
調

査
係
に
所
属
し
、
展
示
生
物
の
収
集
を

主
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ふ
つ
う
水
族

館
な
ど
の
施
設
で
は
、
生
物
は
業
者
か

ら
購
入
し

た
り
漁
師

の
方
か
ら

譲
り
受
け

た
り
と
い

う
形
で
集

め
る
こ
と

が
多
く
、

採
集
専
門

の
ス
タ
ッ

フ
が
い
る

と
い
う
の
は
全
国
で
も
非
常
に
珍
し
い

の
で
す
。
私
達
は
採
集
に
専
念
で
き
る

と
い
う
強
み
を
活
か
し
、
海
外
で
採
集

を
行
っ
た
り
、
一
般
に
流
通
し
な
い
よ

う
な
生
物
を
収
集
し
た
り
し
て
お
り
ま

す
。
係
内
に
は
園
内
に
い
る
よ
り
も
出

張
し
て
い
る
時
間
の
方
が
長
い
者
や
、

南
極
・
北
極
の
海
へ
潜
っ
て
採
集
を
し

た
経
験
が
あ
る
ツ
ワ
モ
ノ
も
お
り
、
ま

さ
に
七
つ
の
海
を
ま
た
に
か
け
る
仕
事

だ
と
感
じ
ま
す
。
最
近
は
、
諸
事
情
に

よ
り
海
外
で
の
採
集
は
以
前
の
よ
う
に

頻
繁
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
、
メ
キ
シ
コ
や
小
笠
原
諸
島
父
島

で
の
採
集
、
鹿
児
島
県
で
の
マ
グ
ロ
畜

養
な
ど
を
経
験
し
、
や
り
が
い
を
感
じ

な
が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
水
族
館

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
に
も
そ
う
で

な
い
方
に
も
、
少
し
で
も
参
考
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
い
う
想
い
で
話
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
在
学
中

は
水
族
館
へ
の
就
職
を
漠
然
と
夢
見
る

学
生
の
一
人
で
し
た
。
当
事
、
学
内
で

水
族
館
へ
の
就
職
に
つ
い
て
相
談
す
る

と
、
狭
き
門
だ
、
ま
ず
難
し
い
だ
ろ
う
、

就
職
し
て
も
苦
労
す
る
、
と
い
う
こ
と

を
言
わ
れ
続
け
ま
し
た
が
、
今
思
え
ば

先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
真
実
で
し
た
。

何
故
あ
の
時
引
き
返
さ
な
か
っ
た
の
か

と
思
っ
た
こ
と
は
１
度
や
２
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
先
生
方
の
言

葉
に
含
ま
れ
た
「
全
く
可
能
性
が
無
い

訳
で
は
な
い
。」
と
い
う
一
言
だ
け
を

都
合
良
く
信
じ
て
マ
イ
ペ
ー
ス
な
就
職

活
動
を
行
っ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。
卒

業
後
は
淡
水
生
物
を
展
示
す
る
滋
賀
県

の
博
物
館
で
嘱
託
職
員
と
し
て
３
年
半

務
め
、
そ
の
後
、
岐
阜
県
の
水
族
館
で

広
報
担
当
を
経
験
し
て
か
ら
現
職
に
就

き
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
希
望
す
る
就

職
先
に
落
ち
着
く
ま
で
４
年
か
か
っ
た

訳
で
す
が
、
険
し
く
、
不
確
か
な
道
の

り
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
私
だ
か
ら
こ
そ

伝
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
だ
け
を

し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
辛
い
時
代

を
支
え
た
り
、
就
職
活
動
で
役
立
っ
た

学
生
時
代
の
思
い
出
・
経
験
も
取
り
上

げ
ま
し
た
。
私
は
就
職
試
験
を
受
け
る

際
、
い
つ
も
三
陸
メ
モ
と
名
づ
け
た
紙

を
持
ち
歩
い
て
い
ま
し
た
。
メ
モ
に

は
、
三
陸
で
出
会
っ
た
心
動
か
さ
れ
た

景
色
、
生
物
の
面
白
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
出
来
事
な
ど
が
、
箇
条
書
き
で
淡
々

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
夏
虫
山
で
見
た

流
星
雨
、
夜
光
虫
が
光
る
海
を
泳
い
だ

こ
と
、
通
学
途
中
に
熊
に
出
会
っ
た
こ

と
、
そ
ん
な
思
い
出
や
経
験
が
自
分
を

支
え
て
い
る
と
思
う
こ
と
は
、
自
信
が

無
く
な
り
か
け
た
時
、
い
つ
も
気
持
ち

を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
き
っ

と
三
陸
で
時
間
を
過
ご
し
た
卒
業
生
は

年
代
を
問
わ
ず
、
似
た
感
覚
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
話
の

最
後
に
は
、
先
生
方
は
厳
し
い
意
見
を

下
さ
り
な
が
ら
も
親
身
に
な
っ
て
考
え

て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
、
当
た
り
前

だ
け
れ
ど
も
自
分
か
ら
動
か
な
け
れ
ば

何
も
始
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
実

感
を
込
め
て
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
在
学
生
の
方
が
ど
ん
な
風
に
受
け
止

め
て
下
さ
っ
た
か
は
想
像
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
頂
い
た
い
く
つ
か
の
質

問
か
ら
、
丁
寧
に
自
分
た
ち
の
未
来
を

想
像
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

ま
た
、
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
初
心
を

思
い
出
し
、
改
め
て
仕
事
へ
の
愛
着
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
し

て
か
ら
も
学
部
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
い
、

さ
ら
に
自
分
自
身
の
人
生
に
も
向
き
合

う
こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
時
間
を
頂
い

た
事
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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卒
業
生
近
況
報
告

　
私
は
24
期
（
１
９
９
９
年
卒
）
八
鳥
洋
二

（
ハ
ッ
ト
リ
ヨ
ウ
ジ
）
と
申
し
ま
す
。「
フ

ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ビ
」
と
い
う
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

専
門
の
旅
行
を
主
体
に
、
釣
り
に
、
魚
に
関

す
る
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。　
旅
行
　
に

は
、
個
人
旅
行
、
ハ
ネ
ム
ー
ン
、
卒
業
旅
行
、

団
体
旅
行
、
出
張
旅
行
…
…
目
的
に
応
じ
て

い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
に
好
き
な
　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
　
を
組
合
せ

た
ら
ど
う
な
る
か
？
　
そ
ん
な
釣
り
好
き
な

お
客
様
向
け
に
ツ
ア
ー
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
小
さ
い
頃
、
作
家
（
故
）
開
高
健
に

憧
れ
、「
オ
ー
パ
」
と
い
う
本
を
通
じ
て

　
海
外
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
　
と
い
う
存
在
を
知

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
夢

の
よ
う
な
世
界
で
し
た
が
、
逆
に
こ
ん
な
非

日
常
的
な
世
界
は
私
に
は
縁
が
な
い
だ
ろ
う

な
と
、
割
り
切
っ
て
読
ん
で
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
も
い
つ
し
か
社
会
人
と
な
り
、
休

暇
を
利
用
し
て
１
人
で
ア
ラ
ス
カ
へ
釣
り
に

行
っ
た
の
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
私
の
人
生
観
が

180
度
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
自
分
の
中

に
眠
っ
て
い
た
何

か
が
覚
醒
し
、
い

つ
し
か
休
み
さ
え

取
れ
れ
ば
「
オ
ー

パ
」
に
登
場
し
た

主
要
な
国
に
釣
り

歩
き
、
そ
の
中
で

も
ア
ラ
ス
カ
の
魅

力
に
と
り
つ
か
れ
、

何
度
も
地
を
踏
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。い

つ
の
日
か
そ
ん
な
人
た
ち
の
為
に
架
け
橋
に

な
れ
た
ら
と
思
い
、
２
０
０
５
年
にF

IS
H

 
N

A
V

I 

（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ビ
）
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
で
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
専
門
の
旅
行
会
社

をO
P

E
N

致
し
ま
し
た
。

　
私
が
作
っ
て
い
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ツ
ア
ー

に
は
、
大
き
く
分
け
て
ソ
ル
ト
（
海
釣
り
）

と
、フ
レ
ッ
シ
ュ
（
淡
水
釣
り
）
の
２
分
野

に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
前
者
（
海
釣
り
）

は
Ｇ
Ｔ
や
セ
イ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
狙
っ
た
ル

ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
ダ
ン
ト
ツ
の
人
気
で
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い
パ
ワ
ー
あ
ふ

れ
る
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
釣
り
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
は
南
国
を

メ
イ
ン
と
し
て
い
る
為
、
リ
ゾ
ー
ト
ツ
ア
ー

と
の
組
合
せ
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
、最
近

は
ご
夫
婦
や
カ
ッ
プ
ル
に
絶
大
な
人
気
が
あ

り
、「
ハ
ネ
ム
ー
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
と

い
う
新
た
な
市
場
も
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
後
者
（
淡
水
釣
り
）
に
お
い
て
は
、

ト
ラ
ウ
ト
や
サ
ー
モ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
昔

か
ら
大
人
気
で
、
ト
ラ
ウ
ト
の
聖
地
で
も
あ

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、
サ
ー
モ

ン
遡
上
で
世
界
一
を
誇
る
カ
ナ
ダ
や
ア
ラ
ス

カ
と
い
っ
た
北
米
エ
リ
ア
に
人
気
が
集
中
し

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
釣
人
だ
け
で
な
く
、

ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
な
方
、
旅
を
通
じ
て
何
か

を
探
し
た
い
方
、
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
し
た
い

方
な
ど
、
前
者
と
は
異
な
り
、
野
性
味
溢
れ

た
ツ
ア
ー
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

 

そ
も
そ
も
　
釣
り
　
に
は
皆
さ
ん
ご
存
知

の
通
り
、
ル
ア
ー
、
フ
ラ
イ
、
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
、
ジ
ギ
ン
グ
、

餌
釣
り
、
な
ど

…
…
、
ま
た
、
狙

う
魚
、
場
所
、
得

意
な
釣
り
、
好
み

の
釣
り
な
ど
で
多

様
化
し
て
お
り
ま

す
。
近
年
は
延
竿

で
キ
ン
グ
サ
ー
モ

ン
を
狙
っ
た
り
、
ス
ピ
ニ
ン
グ
・
タ
ッ
ク
ル

で
カ
ジ
キ
を
釣
る
な
ど
、
道
具
の
進
化
に
伴

い
魚
だ
け
で
な
く
釣
り
の
ス
タ
イ
ル
に
も

「
旬
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
国

で
は
何
が
釣
れ
る
か
？
　
逆
に
言
え
ば
こ
の

魚
を
釣
る
に
は
い
つ
ど
こ
へ
行
っ
た
ら
よ
い

の
か
？
　
今
年
の
傾
向
ど
う
か
？
　
次
は
何

処
が
（
ど
の
よ
う
な
釣
り
が
）ブ
ー
ム
に
な

る
の
か
？
　
世
界
中
の
釣
り
ガ
イ
ド
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
な
が
ら
、
旬
な
情
報
と
魚

を
日
々
追
っ
か
け
ご
っ
こ
し
て
お
り
ま
す
。

数
ヶ
月
後
、半
年
後
、
１
年
後
の
潮
を
見
な

が
ら
、お
客
様
と
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
を
立
て
る

事
も
し
ば
し
ば
、
新
規
開
拓
の
為
に
、
現
地

へ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
機
材
を
持
ち
込
み
、現
地

の
人
に
教
え
て
新
た
な
ツ
ア
ー
市
場
を
作
る

事
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
ツ
ア
ー
要
望
も
十
人
十
色
、こ
れ

を
釣
り
た
い
と
目
的
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る

方
が
基
本
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
接
待

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
…
…
、女
性
も
楽
し
め
る

釣
り
を
…
…
、
社
員
旅
行
で
釣
大
会
を
…
…
、

旅
行
中
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
し
た
く
な
っ
た

…
…
、
中
に
は
日
取
り
か
ら
対
象
魚
ま
で
全

て
を
任
せ
る
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
釣
り
」
に
は
、
そ
の
人
の
性
格
、仕
事
、

そ
し
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ま
で
反
映
す
る
ほ

ど
、
魅
力
が
あ
り
、
奥
深
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
国
際
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
シ
ョ
ー
に
弊
社
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ビ
も

出
展
い
た
し
ま
し
た
（
小
さ
い
ブ
ー
ス
で
は

あ
り
ま
し
た
が
）。

　
ア
ラ
ス
カ
や
カ
ナ
ダ
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ガ

イ
ド
も
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
て
、卒
業

生
の
方
々
、
お
客
様
に
も
お
立
寄
り
頂
き
、

無
事
に
幕
を
閉
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ニ

ッ
チ
な
分
野
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
ん
な

世
界
が
あ
る
ん
だ
な
…
…
と
、
皆
さ
ん
の
心

の
片
隅
に
置
い
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
北
里
大
学
出
身
　
を
合
言
葉
に
、
こ
の

業
界
で
、
水
産
界
で
、
社
会
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
と
関
わ
れ
る

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。基
本
は
旅
行
会
社

〟

〟

〟

〝

〝

〟
〝

〝

３

加藤さん御一家

５
月
30
日
は
、

太
陽
が
落
ち

る
と
ま
だ
肌

寒
い
日
で
、

会
場
は
、
品

川
駅
前
の
高

輪
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
内
の

桃
李
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
入
る
と
、
十
数
名

の
方
が
集
ま
っ
て
お
ら
れ
、
子
供
は
始

め
て
の
場
所
と
雰
囲
気
で
あ
っ
た
た

め
、
会
の
始
ま
り
を
と
て
も
大
人
し
く

待
っ
て
お
り
ま
し
た
。
川
内
先
生
と
は

約
３
年
ぶ
り
に
、
高
橋
先
生
と
は
１
年

半
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
の
で
す
が
、
お

二
人
と
も
、
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
教
授
に
な
ら
れ
た
森

山
先
生
と
は
、
３
年
ぶ
り
で
し
た
が
、

７
年
前
の
講
師
の
時
と
は
違
い
、
貫
禄

が
つ
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

会
が
始
ま
り
、
川
内
先
生
、
高
橋
先
生
、

そ
し
て
、
新
任
の
水
澤
先
生
の
ご
挨
拶

が
あ
り
、
森
山
先
生
の
ご
挨
拶
は
、
教

授
昇
任
ま
で
の
苦
労
話
で
あ
り
ま
し
た
。

先
生
の
話
が
少
し
続
い
て
い
る
の
で
、

お
腹
を
空
か
せ
た
息
子
が
声
を
出
し
、

話
を
中
断
さ
せ
て
し
ま
い
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
先
生

は
笑
い
話
に
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、

会
場
の
雰
囲
気
が
和
み
、
助
か
り
ま
し

た
。

　
乾
杯
後
、
先
生
方
と
皆
様
そ
れ
ぞ
れ

森
山
先
生
教
授
昇
任
祝
賀
会
・

Ｌ
Ｍ
Ｅ
同
窓
会
に
参
加
し
ま
し
て

第
26
期
　
加
藤
智
美
（
旧
姓
高
澤
）

　
そ
れ
は
、
突
然
の
知
ら
せ
で
し
た
。

子
供
の
保
育
園
が
決
ま
り
、
は
じ
め
て

子
供
と
離
れ
た
生
活
へ
の
不
安
を
か
き

消
し
て
く
れ
る
よ
う
な
内
容
の
手
紙
で

し
た
。
そ
れ
は
、
３
年
ぶ
り
の
海
洋
分

子
生
物
学
研
究
室
Ｌ
Ｍ
Ｅ
同
窓
会
の
案

内
で
、
な
り
よ
り
も
う
れ
し
い
知
ら
せ

で
あ
っ
た
の
は
、
７
年
前
、
学
生
時
代

に
直
接
指
導
頂
い
た
森
山
先
生
の
教
授

昇
任
の
知
ら
せ
で
し
た
。

　
子
供
は
生
後
８
ヶ
月
で
、
ハ
イ
ハ
イ

を
始
め
た
ば
か
り
で
、
参
加
す
る
の
は

ど
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
お

祝
い
に
行
き
た
い
気
持
ち
が
強
く
、
違

う
研
究
室
で
し
た
が
同
級
生
で
あ
る
夫

に
相
談
し
、
家
族
で
祝
賀
会
・
同
窓
会

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
開
催
日
ま
で
の
約
１
ヵ
月
半
に
、

子
育
て
と

仕
事
の
両

立
と
い
う

新
し
い
生

活
を
悪
戦

苦
闘
し
な

が
ら
、
始

め
て
お
り

ま
し
た
。

　
開
催
の

候
変
動
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
自
然
や

野
性
生
物
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
人
間

は
生
態
系
の
中
で
は
頂
点
に
位
置
す
る

生
物
で
あ
る
が
、
多
様
な
生
物
と
と
も

に
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
共
存
し
我
々

生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
生
物
多
様
性
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

広
く
一
般
的
な
用
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
環
境
省
な
ど
関
係
省
庁
か
ら
は
生

物
多
様
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
２

０
１
０
年
10
月
に
は
名
古
屋
市
で
開
催

さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約

国
会
議
（C

O
P
1
0

）
も
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
益
々
「
生
物
多
様
性
」
が
脚

光
を
浴
び
新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
こ
の
度
の
講
演
会
開
催
に

あ
た
り
、
北
里
大
学
同
窓
会
お
よ
び
関

係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

が
会
話
や
食
事
、
お
酒
を
楽
し
み
ま
し

て
、
ほ
ろ
酔
い
に
成
り
出
し
た
頃
、
Ｌ

Ｍ
Ｅ
同
窓
会
恒
例
の
近
況
報
告
の
マ
イ

ク
が
回
り
始
め
ま
し
た
。
私
は
も
ち
ろ

ん
、
子
供
と
仕
事
の
両
立
を
始
め
た
事

を
話
し
ま
し
て
、
さ
ら
に
飛
び
入
り
参

加
の
夫
に
も
マ
イ
ク
が
回
り
、
自
己
紹

介
と
参
加
し
て
の
感
想
を
述
べ
て
お
り

ま
し
た
。
他
の
方
々
は
、
健
康
の
事
、

転
職
な
ど
の
仕
事
の
事
、
結
婚
の
事
な

ど
、
様
々
な
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

近
況
報
告
が
終
わ
る
こ
と
に
は
、
子
供

の
眠
さ
に
負
け
、
先
に
退
出
さ
せ
て
頂

ま
し
た
。

　
今
回
、
家
族
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ご
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
事
や

不
愉
快
に
思
わ
れ
た
方
も
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
久
し
ぶ
り
に
、
先
生
方

や
先
輩
、
同
年
代
の
同
窓
生
に
会
え
、

来
な
か
っ
た
同
窓
生
の
近
況
を
聞
け
て

よ
か
っ
た
で
す
。
家
族
で
こ
の
よ
う
な

会
に
参
加
で
き
る
こ
と
は
そ
う
そ
う
無

い
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
よ
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
と
て
も
楽

し
め
ま
し
た
。
家
族
で
同
窓
会
に
参
加

で
き
る
こ
と
は

す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま

す
。
家
族
参
加

を
許
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。



７

で
す
の
で
、
学
会
や
ご
出
張
の
航
空
券
手
配

を
は
じ
め
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
関
係
し
な
い

分
野
で
も
、是
非
と
も
お
気
軽
に
「
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ナ
ビ
」
を
ご
利
用
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
４
回
潜
水
部
Ｏ
Ｂ
の
集
い
開
催
報
告

久
保
田
龍
二
（
12
期
生
）

　
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
「
潜
水
部
Ｏ

Ｂ
の
集
い
」
が
平
成
21
年
９
月
27
日
（
日
）

に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
潜
水
部

Ｏ
Ｂ
の
集
い
は
今
回
で
４
回
目
と
な
り
、
参

加
人
数
は
18
名
、
西
は
鹿
児
島
、
東
は
岩
手

か
ら
参
加
さ
れ
、
年
代
的
に
は
第
１
期
〜
36

期
・
10
代
〜
50
代
に
わ
た
り
メ
ン
バ
ー
が
集

い
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
今
回
は
前
顧
問
で
あ
ら
れ
た

井
田
先
生
や
、
現
在
の
顧
問
で
あ
ら
れ
る
朝

日
田
先
生(

９
期
Ｏ
Ｂ)

は
都
合
に
よ
り
参
加

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
の
中
に
は

１
期
生
の
大
先
輩
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
部
創

設
時
の
地
元
漁
協
さ
ん
と
の
交
渉
な
ど
苦
労

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
役
の
36
期
生
か
ら
は
現
在
の
活
動
状
況

や
課
題
な
ど
の
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
現

在
は
、
部
員
数
も
多
く(

特
に
女
子
部
員)

、

講
習
会
な
ど
で
エ
ア
タ
ン
ク
を
多
く
使
う
と

き
に
は
、
エ
ア
チ
ャ
ー
ジ
で
徹
夜
状
態
と
の

こ
と
で
し
た
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

親
瓶
（
エ
ア
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
け
る
大
容

量
の
空
気
瓶
）
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
Ｏ
Ｂ

か
ら
の
寄
付
な
ど
も
含
め
て
予
算
の
確
保
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
部
創
設
以
来
36
年
と
い
う
年
月
が
経
ち
、

時
代･

世
の
中･
考
え
方･

風
貌
？
も
変
わ
り

ま
し
た
。
活
動
方
法
も
手
探
り
状
態
の
第
１

期
か
ら
、
や
が
て
体
育
会
系
根
性
ダ
イ
ビ
ン

グ
（
何
故
か
駅
伝
１
位
が
至
上
命
題
）
へ
と

移
行
し
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
ブ
ー
ム
と
と
も
に
安

全
ダ
イ
ビ
ン
グ
（
立
泳
ぎ
禁
止
ｅ
ｔ
ｃ
）
が

重
視
さ
れ
、
現
在
で
は
体
育
会
系
や
根
性
と

い
う
精
神
は
薄
ら
い
だ
よ
う
で
す
が
、
海
底

清
掃
な
ど
環
境
保
全
や
地
域
貢
献
な
ど
時
勢

に
対
応
し
た
活
動
を
行
い
な
が
ら
ダ
イ
ビ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

水
中
の
世
界
で
は
人
間
は
あ
く
ま
で
も
「
ビ

ジ
タ
ー
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
最
低

限
の
体
力
・
知
識
・
冷
静
さ
と
多
少
の
“
根

性
”
は
忘
れ
ず
に
事
故
・
ク
レ
ー
ム
な
ど
無

い
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　
潜
水
部
・
三
陸
と
い
う
一
つ
の
繋
が
り
を

持
っ
た
仲
間
と
の
語
ら
い
は
、
年
代
の
差
は

あ
れ
三
陸
の
下
宿
で
い
つ
も
の
よ
う
に
酒
を

酌
み
交
わ
し
て
い
た
時
の
よ
う
に
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
４
回
目
と
も
な
る
と
毎
回
参
加
す
る
メ
ン

バ
ー
が
あ
る
一
方
、
新
た
に
参
加
す
る
人
も

い
る
の
で
今
後
も
毎
年
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
現
役
当
時
し
ご
か
れ

た
（
し
ご
い
た
）
…
…
な
ど
苦
い
思
い
出
か

ら
、
参
加
を
渋
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
鬼
の
よ
う
な
先
輩
も
今
で
は

世
間
の
荒
波
に
揉
ま
れ
て
か
な
り
丸
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
次
回
は
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
た
か
が
三
陸
・
さ
れ
ど
三
陸
」「
嗚
呼
三
陸

や
・
三
陸
や
」「L

et's D
iving!!

」

第
37
回
漁
火
祭
実
行
委
員
会

副
委
員
長
　
福
本
　
七
重

　
こ
の
度
、
平
成
21
年
10
月
10
日
（
土
）・

11
日
（
日
）
に
北
里
大
学
海
洋
生
命
科
学
部

に
お
い
て
第
37
回
漁
火
祭
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
海
洋
生
命
科
学
部
の
学
生
が
初
め

て
実
行
委
員
に
加
わ
り
、
新
し
い
波
が
起
こ

せ
る
よ
う
に
と
、
テ
ー
マ
を「N

ew
 
W

ave 
M

arin 
B

io

」
に
し
、
平
成
21
年
５
月
よ
り

80
人
で
奔
走
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
日
ま

で
は
大
型
台
風
が
接
近
し
て
い
て
、
天
気
も

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
そ
れ
が
嘘
の

よ
う
に
最
高
の
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
、
昨
年
同

様
「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
を
メ
イ
ン
企

画
と
し
、
大
変
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
漁
火
祭
を
通
し
て
、
学
生
生
活
で
あ

る
こ
と
に
奮
闘
す
る
楽
し
さ
、
皆
が
一
丸
と

な
る
こ
と
の
大
変
さ
、
そ
し
て
水
産
学
部
創

立
か
ら
37
年
間
続
い
て
き
た
漁
火
祭
の
伝
統

を
受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
実
行
委
員
一

同
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
よ
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
、ご

来
場
い
た
だ
い
た
全
て
の
お
客
様
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
三
水
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
漁
火
祭
の
更
な

る
躍
進
の
た
め
に
一
層
の
ご
高
配
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２

第
39
回
北
里
大
学
同
窓
会

講
演
会
に
参
加
し
て

第
16
期
　
磯
山
真
彦

　
よ
く
晴
れ
た
暖

か
な
11
月
15
日
の

午
後
１
時
か
ら
第

39
回
北
里
大
学
同

窓
会
講
演
会
「
み

え
な
い
世
界
の
生

物
多
様
性
」
が
白
金
に
あ
る
北
里
大
学

薬
学
部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て

２
時
間
を
越
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
ま
で
に
236
名
も
の
事
前
参
加
申

込
が
あ
り
、
な
ん
と
そ
の
９
割
を
超
え

る
231
名
が
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ご
来
場
者
は
会
場
の
お
膝
元
で
あ
る
白

金
地
区
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、
神
奈
川

県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
茨
城
県
に
お

よ
び
、
北
里
大
学
生
と
卒
業
生
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
の
方
も
多
く
、
母

親
と
連
れ
立
っ
て
来
た
小
学
生
も
い
た

り
と
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
な
ん

と
、
我
等
が
水
産
学
部
（
現
、
海
洋
生

命
科
学
部
）
教
授
で
あ
っ
た
山
森
先
生
、

神
谷
先
生
も
ご
来
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
北
里
大
学
同
窓
会
の
島
田
肇
会
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
北
里
大
学
薬

学
部
の
供
田
洋
教
授
よ
り
、
「
微
生
物

資
源
は
薬
の
宝
庫
」
と
い
う
演
題
で
、

微
生
物
が
つ
く
る
二
次
代
謝
産
物
の
ひ

と
つ
で
あ
る
抗
生
物
質
や
医
薬
品
の
も

と
に
な
る
も
の
に
焦
点
を
あ
て
た
ご
講

演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、

世
界
で
始
め
て
発
見
さ
れ
第
二
次
世
界

大
戦
で
感
染
症
か
ら
救
っ
た
抗
生
物
質

ペ
ニ
シ
リ
ン
、
土
壌
か
ら
発
見
し
た
放

線
菌
に
由
来
し
て
結
核
の
治
療
に
用
い

ら
れ
た
抗
生
物
質
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ

ン
な
ど
、
微
生
物
資
源
か
ら
の
創
薬
に

関
す
る
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
微
生
物
か

ら
の
創
薬
と
北
里
研
究
所
の
係
わ
り
、

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
土
壌
中
の

微
生
物
由
来
の
創
薬
の
研
究
、
多
種
多

様
で
い
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
微
生

物
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
で
し
た
。

我
々
が
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

「
薬
」
が
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
の
研
究

の
た
ま
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
て
頂
く
と
と
も
に
、
人
類
に
と
っ
て

重
要
な
薬
の
開
発
に
は
微
生
物
は
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
お
教
え
頂

い
た
講
演
で
し
た
。

　
次
に
、
北
里
大
学
海
洋
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
釜
石
研
究
所
の
笠
井
宏
朗
部

長
補
佐
よ
り
、
「
海
洋
微
生
物
の
多
様

性
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
北
里
大
学
海
洋
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
釜
石
研
究
所
の
前
身
は
、
１
９
８

８
年
に
釜
石
市
平
田
に
開
業
し
た
株
式

会
社
海
洋
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究

所
（M

B
I

）
で
あ
り
、
多
数
の
海
洋
微

生
物
を
有
す
る
海
洋
バ
イ
オ
分
野
の
最

先
端
研
究
所
と
し
て
多
く
の
成
果
を
挙

げ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
０
８
年
４
月

か
ら
学
校
法
人
北
里
研
究
所
に
継
承
さ

れ
創
薬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
講
演
内
容
は
、
海
洋
微

生
物
を
用
い
た
創
薬
研
究
、
海
洋
か
ら

分
離
培
養
し
た
様
々
な
微
生
物
の
「
特

性
」
を
活
か
し
て
環
境
汚
染
を
微
生
物

で
除
去
す
る
技
術
に
関
す
る
研
究
、
地

元
岩
手
県
の
発
酵
食
品
の
微
生
物
を
活

用
す
る
研
究
な
ど
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
北
里
大
学
海
洋
生
命
学
部

の
三
宅
裕
志
講
師
よ
り
、
「
深
海
の
オ

ア
シ
ス
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
拝

聴
し
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、
普
段
我
々

が
目
に
す
る
こ
と
が
稀
な
深
海
と
そ
こ

に
生
息
す
る
生
物
に
焦
点
を
あ
て
た
講

演
で
し
た
。
深
海
は
暗
く
水
圧
が
高
く

水
温
が
約
４
℃
以
下
と
低
い
が
極
め
て

安
定
し
た
環
境
で
あ
る
こ
と
、
１
９
７

７
年
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の
深
海
底
に

お
い
て
海
底
か
ら
熱
水
が
噴
出
し
噴
出

孔
の
近
傍
に
生
物
が
生
息
す
る
こ
と
を

発
見
し
た
こ
と
、
そ
こ
で
は
地
球
を
食

べ
る
「
化
学
合
成
細
菌
」
を
基
盤
に
し

た
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

日
本
周
辺
で
は
熱
水
の
噴
出
孔
が
多
数

存
在
す
る
の
で
今
後
の
調
査
研
究
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
以
前

所
属
さ
れ
て
い
た
海
洋
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー
（
現
、
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究

開
発
機
構
（JA

M
S

T
E

C

））
所
有
の

し
ん
か
い
６
５
０
０
で
の
研
究
映
像
を

ち
り
ば
め
て
、
普
段
縁
が
無
い
深
海
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
た
分
か
り
易
い
講
演

で
、
参
加
者
か
ら
も
多
数
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
な
お
、
江
ノ
島
水
族
館
に

勤
務
し
て
い
る
水
産
学
部
の
卒
業
生
が

イ
ン
ド
洋
に
て
し
ん
か
い
６
５
０
０
に

乗
船
さ
れ
調
査
を
し
て
お
り
、
航
海
日

誌
が
当
該
水
族
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
航
海
・
採
取
日
記
」
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
海
洋

生
命
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
三
宅
先
生
の
航
海
日
誌
と
と

も
に
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

　
最
後
の
講
演
は
、
毎
日
新
聞
科
学
環

境
部
の
足
立
旬
子
記
者
よ
り
、「
生
物

多
様
性
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
と
い
う

演
題
で
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
で
写
し
た
写
真

を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
講
演
で
、
中
央

ア
メ
リ
カ
に
在
る
コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
、

東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
ケ
ニ
ア
共
和

国
に
滞
在
し
た
際
の
内
容
や
、
尾
瀬
ヶ

原
、
丹
沢
な
ど
で
取
材
し
た
開
発
や
気
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目次・北海道地区親睦会

第39回北里大学同窓会講演会

ＬＭＥ研究室ＯＢ会

三水会創設30年を迎えるにあたり

就職ガイダンス

卒業生近況報告

潜水部OB会・第36回漁火祭報告

お知らせ 「学部だより」・総会案内

平成22年3月発行平成22年3月発行

北海道地区親睦会
２０１０年２月２０日チサンホテル札幌に於いて

北海道地区親睦会
２０１０年２月２０日チサンホテル札幌に於いて

北海道地区親睦会
２０１０年２月２０日チサンホテル札幌に於いて

集合写真集合写真

懇親会懇親会札幌時計台札幌時計台

　政権交代をして、新たな年度に入ろうとしておりますが、経済的には低迷が続いているよ
うです。そのような中、エコロジーや一次産業への注目が、遅ればせながら高まってきていま
す。マスコミ主導の中身の薄いブームにも見えますが「うそから出たまこと」で環境や資源と
いった地球、国家、地方のすべてにとって大切な問題が良い方向に向かっていってもらえば
と願っています。三陸ライブカメラを見ながらみなさんも環境問題を一考してみてはいかが
でしょうか。

〝  掲  　 示  　 板  〟

編
集
後
記

■ 海洋生命科学部学生課だより
　三水会の皆さん常日頃お世話になっております。前回９月発行分までで報告
していなかったことや、近況について報告いたします。
　昨年４月に学生生活における様々な悩みや問題を軽減、解決するため、学生相
談室が開設され、５月から新沼真弓さんというカウンセラーが着任しています。
現在週１回の勤務となっていますが、保健室の花崎さち子さんと連携して、学生
を強力にサポートしていただいています。
　昨年１１月１２日に小壁漁港にクジラが打ち上げられ、２８日までの調査で確認例が極めて少ない「ハ
ッブスオウギハクジラ」である可能性が高くなり、本学部の三宅裕志講師、国立科学博物館（東京都）脊椎動
物研究グループの山田格グループ長等による合同調査が行われ、体長５・３メートル、重さ約１・５トンの
クジラを解体し骨格標本などを採取しました。本学部生も多数参加し、初めて鯨を目の当たりにして貴重
な体験をしました。マスコミも多数取材に来ました。現在もDNA分析と採取した骨標本の分析により同定
作業は続いているようですが、ほぼまちがいないそうです。
　昨年１２月１７日、１８日の２日間、相模原キャンパス体育館において全学合同の企業研究会が行われ、
本学部からも延べ２４４名が参加しました。９７名はバス２台に分乗し、行きは前夜２１時に三陸発、帰りは
１８日１７時に相模原発という強行スケジュールにて参加しました。この企業研究会が始まって今回で３
度目となります。本学部は、三水会の皆さんのお力をお借りしながら、例年高い就職率を維持していました
が、就職氷河期のため、今年度の就職内定率は７６％（平成２２年２月現在）と非常に苦戦しており、この状
況は来年度も続くものと予想されます。皆さんへのお願いですが、お勤めの会社等で採用枠がございまし
たら、是非とも学生課までご連絡いただきたく、よろしくお願いいたします。連絡先：0192-44-3940（学生課）
　昨年１２月２３日から２６日にかけて、授業の一貫として、学部初の洋上実習
が行われました。北海道大学の練習船「おしょろ丸」に本学部の２年次、３年次生
の希望者６２名と、指導者の加戸隆介教授、山田雄一郎講師、実習補助の大学院生
５名が乗船し、海洋の環境や生物に対する理解を深めることを目的として、海洋
観測・プランクトン調査・漁獲物調査を行いました。最初は船酔いで苦戦した学生
もいたようでしたが、三陸沖を周回しながらの貴重な体験を経て、皆晴れやかな
表情で大船渡の野々田埠頭に帰港しました。
　今回の報告は以上とさせていただきます。三水会の皆さんにおかれましては、健康にご留意されながら、
益々ご活躍されることをご祈念申し上げます。�

■ 「平成22年度三水会定期総会のご案内」
下記により平成22年度三水会定期総会を開催します。役員、代議員はもとより一般会員も傍聴できます。
開催日時：平成22年5月22日（土）午後6時～7時（受付5時30分）
開催場所：北里大学白金キャンパス　薬学部１号館　５階　1507教室
議　　事：１、平成21年度事業報告及び収支決算

２、平成22年度事業計画及び収支予算
３、その他

平成22年1月末日までにご逝去のお知らせをいただきました会員の方々です。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
　名前　　　　卒業年度　　逝去年月日
　平井　孝司　　1982　　　　平成16年3月29日
　小原　　實　　1976　　　　平成20年7月26日
　尾家　雅利　　1996　　　　平成20年10月19日

　名前　　　　卒業年度　　逝去年月日
　調　　敏明　　1979　　　　平成21年10月12日
　吉川　雄三　　1982　　　　平成21年11月27日


